











































　　The purpose  of  this  paper was  to  clarify  the uses  of  child  care  support  events  in A 
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抄 録
　本研究の目的は，A県における子育て支援イベントの利用実態を明らかにすることである。この目的を
達成するために， 子育て支援イベントに参加した212名の母親のデータを集めた。主な知見は次のとおりで
ある。
1）親子が一緒に参加できるイベントや子育て相談，母親同士の交流会など，地域の様々なイベントに参加
しながら母親が子育てをしている。
2）多くの母親が子育て支援イベントへの参加により，子育ての不安を緩衝していた。
3）大学に求める子育て支援として，子育てイベントの開催，親子と学生の交流の場を望む母親が多い。
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